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まちづくりの評価をまとめた「まちの通信簿 総括版」を作成しました 

～令和４年度 施策評価結果（令和３年度決算）を公表します～ 

 

１ 「まちの通信簿」総括版 

 尼崎市は、市政の状況を市民の皆さんに分

かりやすくお伝えするとともに、市政に関心

を持っていただけるよう、施策評価に基づく

まちづくりの評価が一目で分かる「まちの通

信簿」を毎年度発行しています。 

第５次尼崎市総合計画後期まちづくり基

本計画の最終年度となる今年度は、期間中の

評価をまとめた「まちの通信簿 総括版」を

作成しました。 

総括版では、総合指標、主要取組項目ごと

の指標、財政の指標それぞれについて基準年

度からの推移を掲載し、まちづくりの進捗状

況を分かりやすく掲載しています。 

 

２ 評価の概要 

まちの通信簿を構成する 12 指標（総合指標２、主要取組項目ごとの指標８、財政の指標２）

のうち、９指標が目標に届かず、課題が残る結果となりました。しかしながら、コロナ禍であり

ながらも直近で８指標が基準を上回るなど、着実に目標に近づいています。 

●あまがさきで子どもを育てる人を増やす 

  ・全国的に人口減少が進行するなか、本市の人口動態は平成 28 年度から５年連続で社会増

となるなど改善傾向。 

・「ファミリー世帯の転出超過数」も改善傾向にありましたが、依然として転出超過が継続。 

●まちのことを想い、活動する人を増やす 

・コロナ禍で地域活動が制限されるなか、「市民参画指数」は毎年度、基準値以上。 

 ●行政運営 

・行財政改革計画「あまがさき『未来へつなぐ』プロジェクト」に基づく取組を推進し、２

つの「財政」の指標は目標を達成。 

以 上 

 

 

 

令和４年８月 24日 

所 属 都市政策課 政策推進課 

所属長 田中 秀幸 高橋 卓広 

電 話 06－6489－6138 06－6489－6124 

まちの通信簿 総括版（表面抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市のまちづくりの長期的な指針である

総合計画（まちづくり構想）で定める「あり

たいまち」の実現に向けて、毎年度、取組状

況を振り返る「施策評価」を行い、各施策の

成果や課題、今後の取組方針などを確認し、

その結果を次年度の予算編成につなげてい

くといった PDCA サイクルを実施してきまし

た。 

令和４年度の施策評価については、令和５

年度からの第６次総合計画のスタートに向

けた起点とするために、第６次総合計画前期

まちづくり基本計画の施策体系に基づく評

価を実施しました。 

施策評価結果を公表するとともに、市議会

に決算審議の資料として示し、施策評価を踏

まえた意見（提言）をいただくことで、令和５

年度の予算編成につなげていきます。          

CHECK

市民意識調査結果

まちの通信簿

・総合評価
・総合指標による評価
・主要取組項目ごとの評価
・財政状況の評価

施策別の評価 行政運営の評価

ACTION
施策評価結果⇒
予算編成方針発信・決算審査

PLAN
・主要事業の策定
（新規拡充事業の構築・事務事業の見直し）

・人材配置・組織体制

DO
事務事業の実施

市民意見
の聴取

施策評価の実施
起点
START

施策評価における PDCAサイクルの考え方 

「施策評価」とは 

１２の指標 

項　目 基準値 直近値 目標値

☆ ファミリー世帯の転出超過数 ▲382世帯 ▲378世帯 ▲191世帯

☆ 市民参画指数 39.0 40.6 50.6

☆ 全国学力・学習状況調査における平均正答率の全国との差 ▲2.2 ▲2.0 0

地域活動に参加している市民の割合 24.1% 15.6% 30.0%

平均寿命と健康寿命の差
男性　1.67
女性　3.47

男性　1.63
女性　3.59

平均寿命の増加分を
上回る健康寿命の増加

生きがいを持つ高齢者の割合 64.0% 58.7% 75.9%

市内の観光客入込客数 240.3万人 164.2万人 280万人

☆ まちのイメージが良くなったと感じている市民の割合 42.6% 55.7% 66.0%

899千ｔ

（令和元年度に目標値を達成）

☆ 現在の住環境が暮らしやすいと感じている市民の割合 83.5% 83.8% 90.0%

★ ☆ 実質的な収支 ▲24億円 82億円 黒字

★ ☆ 目標管理対象将来負担の残高 1,590億円 973億円（見込） 1,100億円以下

★目標達成　☆基準値以上

★ ☆ 市域における二酸化炭素排出量 1,115千ｔ 751千ｔ
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ファミリー世帯の社会動態の推移

転出 転入 社会動態（ファミリー世帯）

まちの通信簿

現総合計画後期まちづくり基本計画（計画期間：H30-R4）のまちづくりについて、その経過が分かるよう、これまで作成した各年度の

「まちの通信簿」をまとめ、「まちの通信簿 総括版」を作成しました。

■ あまがさきで子どもを育てる人を増やす

■ まちのことを想い、活動する人を増やす

ファミリー世帯（5歳未満の子どもがいる世帯）の転出超過傾向は、本市の最重要課題の1つです。課題解決に向け、教育や治安・マ
ナーの向上などに取り組み、まずはその超過世帯数の半減をめざします。（令和4年に191世帯）

今後のまちづくりには、自分もまちの一員としてまちづくりに参画する人、また、その活動に感謝する人、まちの魅力を伝える人を増やすことが重
要です。まちに「誇り」と「愛着」を感じ、「まちのことを想い、活動する人」があふれるまちをめざします。（令和4年度に50.6）

総 合 指 標 の推 移

指標を構成する3つの意欲（地域推奨意欲・地域活動意欲・地域活動感謝意
欲）のうち、「地域推奨意欲」と「地域活動意欲」が低い数値となっています。

計画期間中に・・・

計画期間中に・・・

アンケート結果などから、ファミリー世帯の転出理由は、まちのイメージ、教育環境、治安、マナーなど様々な課題が複合的に作用
した結果により生じていることから、課題に対して総合的に取り組むことで、転出超過数の解消に向けて取組を進めてきました。
その結果、転出数は着実に減少傾向にあるものの、転入数がそれ以上に減少し、依然として転出超過が継続しています。

まちに愛着を持つといった「地域推奨意欲」が高めることが、まちの活動に参加しようという「地域活動意欲」につながることから、本
市の文化や歴史、住みやすさを再認識できるよう情報発信やまちの良さを実感できるような機会の創出に取り組んできました。
しかしながら、「地域活動感謝意欲」と比べ、「地域推奨意欲」と「地域活動意欲」が低く、継続した取組が必要です。

目標値 ▲191世帯

目標値 50.6
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全国学力・学習状況調査結果の推移（全国平均値との差）

※R2年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により未実施
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地域活動に参加している市民の割合の推移
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生きがいを持つ高齢者の割合の推移

目標値 75.9%

主要取組項目 ごとの指標 の推移

市民の健康と就労を支援する

■ 子どもたちの学力を伸ばしたい ■ 地域活動を活発にしたい

■ 健康寿命を延ばしたい ■ 「生きがい」を持って暮らす高齢者を増やしたい

全国学力・学習状況調査における平均正答率の全国との比
較において、あまがさきの子どもの学力が全国平均を超えることを
めざします。（令和4年度）

市民意識調査で「地域活動に参加している」と回答する割合
30.0％をめざします。（令和4年度）

平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加をめざします。
（令和4年度）

市民意識調査で「生きがいを感じることがある」と回答する
割合75.9％をめざします。（令和4年度）

小学6年生の算数が
全国平均に並んだ

学びと育ち研究所
の設置

計画期間中に・・・ 計画期間中に・・・

計画期間中に・・・ 計画期間中に・・・

学力の向上に向け、子ども一人ひとりの状況に応じ、つまずきに
対して早期に対応するなど取組を推進してきました。
その結果、令和3年度の全国学力・学習状況調査において、小
学校6年生の算数が、全国平均値に並びました。

コロナ禍で活動が制限された
ことも影響し、参加割合が低下

平成28年度に「尼崎市自治のまちづくり条例」を制定し、また、
令和元年度に生涯学習プラザを整備し、学びの機会の充実や活
動の創出などに取り組んできました。
しかしながら、コロナ禍で活動が制限されたことも影響し、地域
活動への参加割合は減少傾向にあります。

生涯学習プラザ
の運営開始

健康寿命の延伸のため、生活習慣病予防・重症化予防の取組
などヘルスアップ尼崎戦略事業を推進するとともに、「未来いまカラ
ダポイント事業」に取り組むなど、市民・事業者等と連携し健康づく
りに取り組んできました。
その結果、健康寿命は男女とも伸びているものの、女性は平均
寿命と健康寿命の差が広がっています。

高齢者が自分らしく健康的な生活を継続できるよう、「いきいき
百歳体操」や「高齢者ふれあいサロン」などの介護予防活動や社
会参加の促進に取り組んできました。
しかしながら、新型コロナウイルス感染症が蔓延して以降、生き
がいを持つ高齢者の割合が減少傾向にあります。

目標値 30.0%

（点） （％）

（歳）

（％）
（年度）

（年度）

（年度）
（年度）

尼崎市自治のまち
づくり条例の制定

人の育ちと活動を支援する

主要取組項目 ２

主要取組項目 １

目標値 全国平均
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「まちのイメージが良くなった」と感じている市民の割合の推移

・市制100周年
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市域における二酸化炭素排出量（民生家庭・業務部門）の推移

目標値 751千ｔ
尼崎市地球温暖化
対策推進計画の策定
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現在の住環境は快適でくらしやすいと感じている市民の割合の推移

「住まいと暮らしの
ための計画」策定

目標値 90.0%

産業活力とまちの魅力を高める

■ まちに訪れる人を増やしたい ■ まちのイメージを良くしたい

■ 二酸化炭素排出量を減らしたい ■ 快適に暮らせるまちにしたい

再生可能エネルギーの導入、省エネルギー対策など、誰もが
実施できる取組の推進により、市内の二酸化炭素の排出量
（民生家庭・業務部門）を751千ｔに減らします。（令和12年度）

尼崎城再建を契機にした、地域一体となった「観光地域づく
り」の取組により、イベントや観光等でまちに訪れる人を280
万人に増やします。（令和4年度）

市民意識調査で「尼崎市のイメージが良くなった」と回答す
る割合66.0％をめざします。（令和4年度）

市民意識調査で「現在の住環境が暮らしやすい」と回答する
割合90.0％をめざします。（令和4年度）

計画期間中に・・・ 計画期間中に・・・

計画期間中に・・・ 計画期間中に・・・

まちへの誇りと愛着を高めるために、まちの魅力向上や課題解決
の取組と、それらの情報を戦略的・効果的に発信する取組を一体
的に行う尼崎版シティプロモーションを推進してきました。
その結果、アンケート調査において、「まちのイメージが良くなった」
と感じている市民が半数を超える状態が継続しています。

より良い住環境の実現をめざし、従来からのハード整備の視点に
加え、くらしというソフトの視点を取り入れた「住まいと暮らしのための
計画」を策定し、取組を進めてきました。
その結果、アンケート調査において、快適でくらしやすいと感じて
いる市民が高い水準で推移しています。

環境モデル都市としての経験を活かし、経済成長と二酸化炭素
排出抑制の両立に取り組んできました。
その結果、二酸化炭素排出量は減少傾向にありましたが、令和
2年度速報値では新型コロナウイルス感染症の流行による外出自
粛等により、排出量の増加となりました。

あまがさき観光局を核として、尼崎城を含む阪神尼崎駅周辺の
エリアを重点的に観光地域づくりの取組を進めてきました。
しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限
などにより、観光客数は大きく落ち込んでいます。

目標値 66.0％
（万人） （％）

（千ｔ） （％）

（年度）
（年度）

（年度） （年度）

まちの持続可能性を高める主要取組項目 ４

主要取組項目 ３
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目標値 280万人
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目標管理対象将来負担の残高推移・見込
特定の交付税措置を除いた目標管理対象将来負担

交付税措置見込

目標値 1,100億円以下

▲ 24 ▲ 2

26 21
38

82

▲ 40

▲ 20

0

20

40

60

80

100

H28
基準値

H29 H30 R元 R2 R3

実質的な収支の推移

「あまがさき『未来へつな
ぐ』プロジェクト」を踏まえ
取組を推進

目標値 黒字

財 政 の指 標 の推 移

■ 収支を黒字にできている ■ 借金を減らせている

市の貯金である基金を取り崩すことなく毎年度収支均衡を
確保できるよう、更なる構造改善に取り組みます。（令和4年
度）

必要な未来への投資と将来の負担のバランスを取りなが
ら、着実に将来負担の抑制を進めます。（令和4年度に1,100
億円以下）

総合計画、１～16施策のマスタープラン等の詳細は、
尼崎市役所のホームページをご覧ください。

尼崎市 市の計画

尼崎市 市の計画
ホームページ

作成元 尼崎市 総合政策局 政策部 都市政策課

基準値

計画期間中に・・・ 計画期間中に・・・

毎年度プライマリーバランスの黒字を維持しながら、過去に財源
対策として活用してきた退職手当債や行財政改革推進債等と
いった市債の早期償還に取り組んできました。
その結果、目標管理対象将来負担の残高は着実に減少傾向
にあります。

平成29年度の「あまがさき『未来へつなぐ』プロジェクト」の中間総
括で、安定した財政運営維持のための財政規律及び財政目標を
設定し、予算編成でこれらを遵守し、取組を進めてきました。
その結果、平成30年度から令和3年度まで4年連続で収支均
衡を確保しています。

◆「行政運営」の視点から

総合計画と両輪となる行財政改革計画「あまがさき『未来へつなぐ』プロジェクト」に基づく取組を進めてきた結果、
実質的な収支均衡、将来負担残高の減少など、着実に成果が上がっています。
引き続き、複雑化する市民ニーズ等への対応や、行政サービスの質のさらなる向上に向けて取組を継続します。

平成28年度に制定した「尼崎市自治のまちづくり条例」の理念に基づき、多様な主体同士の関係づくりや地域発
意の課題解決、魅力向上に向け、地域振興体制の再構築に取り組んできました。
引き続き、「市民参画指数」の推移などを踏まえるなかで、シチズンシップの向上とシビックプライドの醸成に向けた取
組を進めます。

（億円）
（億円）

（年度）

（年度）

持続可能な行財政基盤の確立財政

評価欄

ま と め

あなたの評価を教えてください。

本市の人口については、昭和46年をピークに、その後、減少傾向が続いていましたが、近年、住宅供給などにより、
転入者数が転出者数を上回る社会増の状態が継続（平成28年から5年連続）するなど、改善傾向にあります。
全国的な人口減少の流れを見据えつつ、引き続き、ファミリー世帯の定住・転入促進に取り組みます。

◆「人口」の視点から

◆「学び」と「活動」の視点から
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見込
※令和3年度は、返還が必要となる補助金等
21億円のほか、コロナの影響による一時的な
黒字要因が含まれています。
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市長公約の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

・目標の達成状況      《４つの指標 2/４  １４の個別項目 9/14》 

・初年度より数値が上昇 《4つの指標 3/4  14の個別項目 13/14》 

目標との
比較

初年度と
の比較

　公約の個別項目

3 任期中にスタート - 令和4年1月に開始 〇 〇

5 拡充 - 令和4年7月より拡充 〇 〇

　公約の個別項目

8
建替え計画の

具体化
-

令和7年度の開設に向け
て調整中

〇 〇

　公約の個別項目

　公約の個別項目

〇

14
公共施設マネジメントでは、施設の再編だけでなく、適正な管理による
施設の長寿命化と費用が特定の年に偏らないように取組みます。

計画通り進捗 -
計画に基づき改修工事にか
かる実施設計及び工事に着

手
〇 〇

13
引き続き、現役世代の定住転入促進や産業振興、市税収入率の向上など
による税源の確保に取組みます。

個人市民税収入率の
目標値達成

（目標値：令和4年度　95.0％）

92.7％
（平成29年度）

95.6％
（令和3年度）

〇

〇 〇

12
借金の縮減、収支の均衡、基金積立のバランスを図る財政規律を明確
化。必要な投資と財政規律を両立させ、未来にツケは回しません。

財政規律・
財政目標の達成

-
構造改善の推進などにより

収支均衡を達成
〇 〇

〇

市債残高を令和４年度には1,100億円以下（阪神淡路大震災前
の水準）に！
基金（貯金）を崩さず、毎年度収支均衡を確保します！

借金（市債残高）を
減らせている

（目標値：令和4年度1,100億円以
下）

1,492億円
（平成29年度）

1,025億円
（令和3年度） 〇 〇

収支を黒字に
できている

（目標値：令和4年度収支均衡）

△2億円
（平成29年度）

82億円
（令和3年度）

11
尼崎のまちの魅力や先進的な取組、防災情報などを発信するための広報
機能を強化します。

あまらぶ指数の
目標値達成

(目標値：令和4年度46.5）

・あまらぶ指数　33.7（平
成29年度）
　　　　　　　　など

・あまらぶ指数　36.5（令
和3年度）
・ブランドブックの発行
（令和3年度）
・防災情報伝達システムの
運用開始（令和4年度）
　　　　　　　　など

×

〇

10
市内企業との連携で、長期実践型インターンシップの受け入れや起業支
援を推進！中高生の社会力向上、経験型学習もさらに進めます。

取組の拡大
受け入れ企業5社、参加

大学生9人
（平成30年度）

受け入れ企業6社、参加
大学生25人

（令和3年度）
〇 〇

9
みんなの尼崎大学やサマーセミナーなど、市民の学びが広がる取組をさ
らに進めます。

取組の拡大

・サマセミ
約320講座、約6,000人
（平成30年度）
　　　　　　　など

・サマセミ
約220講座、約4,100人
（令和4年度）
・生涯学習プラザ6か所
の整備などによる学びの
機能の充実　など

〇

〇

老朽化している休日夜間急病診療所の建替えに取組みます。

｢地域活動への参加度｣、｢尼崎を推奨する意欲｣、
｢支え手への感謝｣の３つを数値化したシティプロモーション
評価指標を向上させます！

｢市民参画指数｣の増加 39.0
（平成29年度）

40.6
（令和3年度） × 〇

7
災害時要援護者支援の基盤になる市内全域の見守り活動の実施を目指し
て、支援体制の充実に取組みます。

市内全域で
見守り活動実施

43地区/75地区
（平成30年度）

49地区/75地区
（令和3年度）

×

〇

6
認知症対策、介護予防をさらに推進し、生きがいをもって暮らす高齢者
（市民アンケートによる回答）を増やします。

生きがいを持つ
高齢者の割合の
目標値達成

（目標値：令和4年度　75.9％）

59.2％
（平成29年度）

58.7％
（令和3年度）

× ×

『こども医療費助成』
財源確保に取組み、充実を目指します！

平均寿命だけでなく、健康寿命を伸ばします！
※健康寿命：自立して日常生活を送れる期間

平均寿命の増加分を
上回る健康寿命の増加

男性△1.71歳
女性△3.53歳
（平成28年）

男性△1.63歳
女性△3.59歳
（令和2年）

〇

〇

『中学校給食』
センター方式による令和4年一斉スタートに向けて全力で取組みます！

4 『待機児童対策』
早期解消を目指し、受入れ枠の拡大に取組んでいます！

待機児童ゼロ 156人
（平成30年4月時点）

76人
（令和4年4月時点）

× 〇

2 『学校の空調整備』
学習環境の向上はもちろん、学校を地域の拠点に！

地域開放校の拡大 6校
（平成30年度）

41校
（令和3年度）

〇

×

1
『学力向上』
「ほぼ全国平均」→「個々の確かな学力の向上」による「全国平均超」
へ！

全国平均超え △2.2
（平成30年度）

△2.0
（令和3年度）

× 〇

項目 目標 初年度 4年目

達成状況

ファミリー世帯の定住転入を促進します！
ファミリー世帯の
転出超過世帯数半減

（目標値：令和4年191世帯）

272世帯
（平成29年）

378世帯
（令和3年） ×

コロナの


